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１学期末は記録的な大雨に見舞われ、学校で予定されていたことが無くなったり、変更されたりと大

変なご心配やご負担をおかけしました。また、被害にあわれた皆様に心よりお見舞い申し上げますとと

もに、1 日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。 

さて、このたびの豪雨から得た教訓やご家庭、地域のご理解やご協力のあたたかさを改めて実感し

たところです。例えば、 

・ 引き渡しの際には、近隣の浸水状況などが心配される中ではありましたがすばやくご対応いただ

きました。学校周辺の交通渋滞は想定されましたが、事故等なく済んで良かったと思います。また、

ご家庭に緊急メールが届かなかったケースもあり、再登録をお願いしたところです。 

・ 被害状況を確認させていただくアンケートにもすぐにご対応いただきました。また、臨時休業に伴

う荷物の引き取りにも適切にご対応いただき感謝いたします。 

・ 本校は避難所となりましたが市の担当者や地域の担当者の皆さんが迷いなく的確に避難所を運

営されていました。すばらしい連携に心を打たれたところです。 

まさしく「チーム亀ケ崎」の姿を見ることができました。重ねて感謝申し上げます。 

２学期始業式での校長の話（要約） 

この夏のオリンピックでの選手たちの活躍に胸を熱くした人は少なくないと思います。メダルをとれた

人、残念ながらメダルに手が届かなかった人、そのそれぞれの姿にもらい泣きすることがありました。

選手たちの努力はもちろんですが、選手たちが支えてくれた方々への感謝の気持ちを語る姿にも心を

揺さぶられました。当然ながら出場したすべての選手がメダルを得られるわけではありません。 

２０２２年の夏の甲子園で優勝した仙台育成高校野球部の須江監督は、「人生は敗者復活戦」という

言葉を紹介してくれました。たとえ思うような結果にならなくとも次に生かすことの大切さを教えてくれ

ました。例えば、秋の亀っ子スポーツフェスティバルもそこに至る過程での試行錯誤やその後の生活に

生かせる力が育つことを大切にしたいと思います。 

さて、２学期にがんばってもらいたいことは、自分の名前を丁寧に書くことです。さて、それはどうして

か一人ひとりが考えてみてください。丁寧に書くことで何かが変わるかもしれません。（話していません

が、校長としては自分を大切すること、自分に自信をもつことを期待しています。） 

 

志高く、夢(目標)に向かって挑戦し続ける亀ケ崎の子ども 


